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て
る
こ
と
に
し
た
い
。
す
で

に
過
去
号
で
も
紹
介
し
た
よ

う
に
、
ラ
ド
ロ
ー
は
、
一
八

四
八
年
の
パ
リ
で
二
月
革
命

を
目
撃
し
て
い
る
。
英
国
教

会
の
聖
職
者
で
あ
る
Ｆ
．Ｄ
．

モ
ー
リ
ス
は
、「
社
会
主
義
の

キ
リ
ス
ト
教
化
」
を
具
現
化

す
る
方
法
と
し
て
「
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
組
織
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
が
、
こ
れ

は
、
ラ
ド
ロ
ー
が
パ
リ
で
視

察
し
た
フ
ー
リ
エ
主
義
や
ビ

ュ
シ
ェ
派
の
労
働
者
生
産
協

同
組
合
を
イ
ギ
リ
ス
の
状
況

に
適
応
さ
せ
て
展
開
す
る
試

み
で
あ
っ
た
。 

 	
 
 

 	
 	
 	
 	
 	
 

 
今
回
は
、
英
国
の
キ
リ
ス

ト
教
社
会
主
義
者
た
ち
に
よ

る
直
接
的
な
社
会
変
革
の
取

り
組
み
と
し
て
、
弁
護
士
の

Ｊ
．
Ｍ
．
ラ
ド
ロ
ー
を
中
心

と
す
る
協
同
組
合
運
動
に
つ

い
て
概
説
し
た
い
。 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に
お
け

る
協
同
思
想
の
歴
史
は
古

く
、
そ
の
起
源
は
、
原
始
キ

リ
ス
ト
教
の
共
産
思
想
、
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
ユ
ー
ト
ピ

ア
思
想
の
う
ち
に
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
一
七
世
紀
中

葉
に
は
、
Ｇ
．
ウ
ィ
ン
ス
タ

ン
リ
ー
（
英
）
の
デ
ィ
ガ
ー

ズ
運
動
、
Ｐ
．
プ
ロ
ッ
コ
イ

（
蘭
）
の
小
共
和
国
、
Ｊ
．

ベ
ラ
ー
ズ
（
英
）
の
産
業
学

校
な
ど
、
す
で
に
協
同
組
合

運
動
の
前
史
と
い
え
る
取
り

組
み
が
存
在
し
た
。
そ
れ
ら

基
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友
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ま
た
、
介
護
は
、
科
学
的
根

拠
と
客
観
性
の
あ
る
手
法

に
基
づ
く
技
術
で
あ
る
。
身

体
の
構
造
に
基
づ
く
ボ
デ

ィ
メ
カ
ニ
ク
ス
を
は
じ
め
、

利
用
者
の
生
活
課
題
を
明

確
化
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
一
端
を

担
う
多
職
種
連
携
な
ど
の

方
法
論
を
習
得
し
て
い
る
。 

 

初
任
者
研
修
を
修
了
し
、

介
護
施
設
で
の
勤
務
経
験

を
重
ね
れ
ば
、
介
護
福
祉

士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
社

会
福
祉
士
な
ど
の
国
家
資

格
を
受
験
で
き
る
。
千
里
の

道
も
一
歩
か
ら
。
愚
直
に
学

ん
で
い
る
最
中
だ
。 

 

な
ぜ
、
今
、
社

会
主
義
を
学
ぶ
の

か
。大
学
時
代
は
、

知
的
教
養
と
し
て

『
資
本
論
』
を
読

も
う
と
し
た
。
一

年
次
に
制
作
し
た 

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
は
、
ヒ

ロ
イ
ン
の
女
子
高
生
が
キ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
を
愛
読
し
、

一
方
の
男
子
生
徒
は
マ
ル

ク
ス
派
と
い
う
設
定
だ
っ

た
。
二
年
次
に
は
ウ
ェ
ー

バ
ー
に
傾
倒
し
た
が
、
四

年
生
に
な
る
と
、
大
学
院

進
学
を
前
に
、
諸
学
問
の

基
礎
と
し
て
経
済
学
の
講

義
を
履
修
し
た
。
だ
が
、

数
式
を
用
い
た
学
習
内
容

に
苦
労
し
、
学
期
末
試
験

の
結
果
は
散
々
だ
っ
た
。

四
年
間
で
唯
一
、
履
修
取

消
を
し
た
授
業
で
あ
る
。

院
進
後
も
マ
ル
ク
ス
主
義

や
経
済
学
に
関
す
る
知
識

の
欠
落
は
懸
案
だ
っ
た

が
、
在
学
中
は
本
格
的
に

学
ぶ
機
会
を
逸
し
た
。 

 

哲
学
と
ユ
ダ
ヤ
問
題
に

関
心
を
抱
い
て
い
た
ハ
ン

ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
二

度
目
の
結
婚
を
機
に
、
元

共
産
党
員
の
夫
か
ら
マ
ル

ク
ス
主
義
を
学
ん
だ
。
物

事
を
学
ぶ
に
は
適
切
な
時

期
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
自

分
に
と
っ
て
は
、
今
が
そ

の
時
だ
と
感
じ
て
い
る
。 

成
さ
れ
て
い
っ
た
。 

 

労
働
者
生
産
協
同
組
合

の
市
場
問
題
を
解
消
す
る

た
め
の
消
費
者
協
同
組
合

の
構
想
を
語
る
上
で
、
ジ

ル
・
ル
シ
ェ
ヴ
ァ
リ
エ
、Ｅ
．

Ｖ
．
ニ
ー
ル
ら
の
果
た
し
た

役
割
は
大
き
い
。
引
き
続

き
、
次
号
で
解
説
す
る
こ
と

に
し
た
い
。 
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の
運
動
は
、
産
業
革
命
期
、

一
八
四
四
年
に
組
織
さ
れ

た
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
ウ
ェ
ン

の
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
先
駆
者

協
同
組
合
へ
と
受
け
継
が

れ
て
い
っ
た
。 

 

以
上
の
歴
史
的
背
景
を

把
握
し
た
上
で
、
本
紙
で

は
、
ラ
ド
ロ
ー
が
「
社
会
主

義
の
キ
リ
ス
ト
教
化
」
を
掲

げ
た
一
八
五
〇
年
代
の
協

同
組
合
運
動
に
焦
点
を
当

 

ラ
ド
ロ
ー
に
と
っ
て
、
イ

ギ
リ
ス
社
会
を
変
革
す
る

た
め
に
は
、「
労
働
者
が
自

ら
を
個
人
的
労
働
の
束
縛

か
ら
解
放
す
る
」
こ
と
が
重

要
で
あ
っ
た
。
彼
の
提
唱
し

た
「
利
潤
のfellow

ship

」

は
、「
平
等
な
利
潤
分
配
」
に

よ
っ
て
「
労
働
に
応
じ
た
不

平
等
な
手
当
」
を
相
殺
す
る

た
め
の
機
構
で
あ
り
、
そ
の

発
想
は
、
英
国
に
お
け
る
労

働
者
生
産
協
同
組
合
運
動
の

理
論
的
基
礎
と
な
っ
た
。
一

八
五
〇
年
二
月
、
ロ
ン
ド
ン

で
、「
仕
立
工
生
産
協
同
組

合
」（W

orking Tailors

’ 
Association

）が
組
織
さ
れ
、

同
年
六
月
、「
労
働
者
協
同
組

合
促
進
協
会
」（The Society 

for Prom
oting W

orking 

M
en

’s Association

：SPW
 

M
A

）
が
創
設
さ
れ
た
。
キ
リ

ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
に
よ

る
労
働
者
生
産
協
同
組
合

は
、
こ
こ
に
本
格
的
な
展
開

を
画
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
ラ
ド
ロ
ー
た
ち
は
、
一
八

五
〇
年
か
ら
五
二
年
に
か
け

て
、
ロ
ン
ド
ン
に
一
一
の
労

働
者
生
産
協
同
組
合
を
設
立

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
労
働
者
生
産
協
同
組

合
の
多
く
は
小
規
模
で
あ

り
、
熟
練
度
や
生
産
技
術
の

点
に
お
い
て
、
さ
ら
に
は
、

協
同
組
合
思
想
の
実
践
と
い  

五
月
一
三
日
（
土
）
か
ら

の
週
末
は
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
を
受
講
し
て
い
る
。

現
行
の
介
護
保
険
制
度
で

は
、
入
浴
、
排
泄
、
食
事
を

は
じ
め
と
す
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日

常
生
活
動
作
）
の
介
助
だ
け

で
は
な
く
、「
尊
厳
の
保
持
」

と
「
自
立
支
援
」
を
目
的
と

し
た
「
心
身
の
状
況
に
応
じ

た
介
護
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る

方
を
含
め
て
、
す
べ
て
の
人

が
普
通
の
生
活
を
送
る
こ

と
は
、
日
本
国
憲
法
が
規
定

す
る
基
本
的
人
権
、
生
命
、

自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対

す
る
国
民
の
権
利
で
あ
る
。

う
点
に
お
い
て
、
彼
ら
が
思

い
描
い
た
生
産
組
織
に
は

程
遠
い
水
準
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
。
こ
う
し
た
点
は
、

の
ち
に
社
会
政
策
と
労
働

運
動
の
研
究
家
で
あ
る
ベ

ア
ト
リ
ス
・
ウ
ェ
ッ
ブ
（
旧

姓
：
ポ
タ
ー
）
に
よ
っ
て
批

判
さ
れ
る
遠
因
と
も
な
っ

た
。
加
え
て
、
各
労
働
者
生

産
協
同
組
合
は
、
原
材
料
市

場
と
製
品
販
売
市
場
の
確

保
と
い
う
重
大
な
問
題
に

直
面
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

Ｓ
Ｐ
Ｗ
Ｍ
Ａ
の
内
部
に
、
労

働
者
生
産
協
同
組
合
の
市

場
問
題
が
持
ち
上
が
る
。
と

り
わ
け
製
品
市
場
問
題
の

解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
消
費

者
協
同
組
合
の
創
設
が
有

効
で
あ
る
、
と
の
気
運
が
醸

⒓
利
潤
のfellow

ship

⒔
を
理
論
的
基
礎
に  

組
合
員
Ⓡ

労
働
者
を
主
人
公
と
す
る
運
動  

介護職員初任者研修を受講  

介護保険法の下、国民の権利として 
 提供される介護サービスの現場へ。 
福祉専門職を目指す実務経験の出発点。 
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告知	
 

	
 

ドストエフスキー読書会  
（第5回   白十字の会・定期読書会：キリスト教文学、社会評論）  

	
 
テキスト:ドストエフスキー『カラマーゾフの兄弟』  

（新潮文庫）  

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

日時：2017 年 6 月 24 日（土）18 時〜20 時	
 

	
 

場所：都内喫茶店を予定	
 

	
 

※	
 今回は、東急東横線沿線（都立大学〜自由が丘）の喫茶店での開催を予定しております。	
 

詳細は、書記長の倉井（独立系研究者）から参加希望者の皆様へ個別に連絡いたします。	
 

	
 

※本読書会は、学術的関心に基づく有志の集まりです。主催団体名に「キリスト教	
 

社会主義」と銘打っておりますが、「信仰の有無・教派の別」等は一切問いません。	
 

	
 

主催：白十字キリスト教社会主義研究会	
 

2017 年 5 月 27 日（土曜日） 第 6 号（月刊） 基督教友愛新聞 （２） 

【プログラム】	
 

	
 

開会	
 

倉井香矛哉「キリスト教社会主義概論５」	
 

参加者一同「ドストエフスキー読書会」	
 

休憩	
 

質疑応答、議論、問題提起	
 

閉会	
 

	
 

（全体で 2〜3時間程度を予定）	
 

【その他、参考図書】	
 

	
 

イマヌエル・カントの信仰的著作	
 

ヘーゲル『キリスト教の精神とその運命』	
 

ダーフィト・シュトラウス『イエスの生涯』	
 

フォイエルバッハ『キリスト教の本質』	
 

マルクス『資本論』	
 

カール・バルト、パウル・ティリッヒの各著作	
 

19 世紀英国における産業革命とキリスト教社会主義	
 

『新紀元』同人、賀川豊彦らのキリスト教社会主義	
 

内村鑑三、無教会の伝道者たち	
 

その他	
 

（順不同）	
 

	
 

（途中入退室可。会場は一般の喫茶店ですので、ご都合のよい時間帯にお越し下さい。） 
 


